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バンプフォイル軸受の理論最大負荷容量に及ぼすト
ップフォイルの浮上および取付状態の影響






































































(al) Model Al 
(With excessive 
s色atic f旨iction,
unfixed tr剖ling edge) 
(bl) Model Bl 
(Witho凶 friction,
unfixed trailing edge) 
(a2) Model A2 
(With excessive 
s七atic friction, 
fixed trailing edge) 
(b2) Model B2 
(Withou七 friction,
fixed 色raili時 edge)
Fig.2 Model bearings 
。 ：気体軸受数
2. 理論解析
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([K] + [Kbr ]){A}= {F} + {Fp} (2) 
水平軸に作用する力の釣合い式
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では， トップフオイルの浮上を考慮し， また， 実
機におけるトップフオイルの取付状態と対応させ
るため，既報 2） に対して， 次の修正を行うことに
する．
まず， モデル軸受については，既報 2） のモデル









する． ま た， トップフオイノレの端部を折り曲げて
軸受ハウジングのスリットに挿入する場合に対応






式（1）， 式（3）， 式（4）に対する修正はない． これ




合わせて， モデルA ）では， 等価ばね支持部にお
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Fig. 3 Dis仕ibution of air film pressure in mid句
plane of bearing wid七h

























すい予圧係数 Mp =O に対して調べた. Table 13> 
に示す仕様のフオイル軸受のうち， 軸受荷重I'=
0.2の場合の軸受幅中央における空気膜圧力の分











川川叫州 Model BO 
- Model Bl 帽・ー－ Model B2 
3 
::c: 















360 60 120 180 240 300 
Circumferential coordinateθ＋ぬ， o
Distribution of air film thickness 
(Model B, MP = 0, I'= 0.2) 
Fig. 6 
360 
Distribution of air film pressure in mid­
plane of bearing width 
(Model B, MP = 0, I'= 0.2) 
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Fig. 7 
360 
Distribution of deformation of top foil 
(Model B, Mp= 0, I'= 0.2) 



















ルB (Fig. 7）では， I'=0.2 の場合と同様に， 最
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Variation of maximum load carrying 
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この一方で， 軸受荷重が小さい， したがって， 偏
心率が相対的に小さい場合の空気膜圧力Pの分
布には，それらは大きく影響する．このことから，
安定限界速度のように， 偏心率が相対的に小さい
場合の軸受特性に対しては， それらの影響が現れ
ると予想される． 今後は， これに関して調べるこ
とにする．
-57-
